
　
石
橋
の
地
名
は
、
小
さ
な
川
に
石
の

橋
が
架
か
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
今
は
残
っ
て
い
ま

せ
ん
。
石
橋
は
以
前
紹
介
し
た
板
額
姫
（
は

ん
が
く
ひ
め
）
の
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る

石
橋
氏
が
館
を
構
え
て
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
所
は
、
先
屋
敷
（
せ

ん
や
し
き
）
と
い
う
小
字
一
帯
と
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
度
重
な
る
境
川
の

氾
濫
で
そ
の
痕
跡
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
石
橋
氏
に
つ
い
て
は
、
甲
斐
武
田
氏

の
第
五
代
当
主
の
武
田
信
光
（
の
ぶ
み
つ
）

の
子
供
で
あ
る
、
八
郎
信
継
（
の
ぶ
つ
ぐ
）

が
石
橋
氏
と
称
し
、
そ
の
子
供
が
太
郎

と
伝
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
実
は
あ
ま

り
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

吉
祥
寺
（
き
ち
じ
ょ
う
じ
）
に
は
こ
の

信
継
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
、
仁
治
２
（
１

２
４
１
）
年
11
月
３
日
卒
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
吉
祥
寺
は
横
道

三
十
三
観
世
音
菩
薩
霊
場

の
第
一
番
札
所
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
石
橋
八
幡
神
社

に
は
、
甲
斐
源
氏
の
祖
と

言
わ
れ
る
新
羅
三
郎
義
光
（
し

ん
ら
さ
ぶ
ろ
う
よ
し
み
つ
）

な
ど
武
田
氏
の
代
々
か
ら

寄
進
を
受
け
た
と
い
う
棟

札
（
む
な
ふ
だ
）
の
写
し

が
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

市
指
定
文
化
財
の
本
殿
は
、

棟
札
か
ら
天
文
14
（
１
５

４
５
）
年
に
武
田
晴
信
（
信

玄
）
が
再
建
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
隋
神

門
（
ず
い
し
ん
も
ん
）
に

は
左
大
臣
・
右
大
臣
像
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
信
玄
の
父
で
あ
る
武

田
信
虎
の
寄
進
と

い
わ
れ
、
像
の
底

部
の
墨
書
か
ら
大

永
３
（
１
５
２
３
）

年
に
制
作
さ
れ
、

棟
札
か
ら
大
永
６

年
に
隋
神
門
を
再

建
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の

墨
書
に
は
石
橋
庄

と
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ

の
地
に
荘
園
が
あ

っ
た
唯
一
の
記
録

と
な
っ
て
い
ま
す
。
石
橋
庄
は
、
石
橋

か
ら
三
椚
・
大
坪
に
広
が
る
石
橋
条
里

一
帯
が
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
石
橋
と
八
代
町
米
倉
の

境
に
流
れ
る
狐
川
に
つ
い
て
は
、
こ
ん

な
民
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
、

武
田
信
玄
公
が
あ
る
お
寺
に
お
参
り
し

た
帰
り
に
道
に
迷
い
、
こ
の
川
の
ほ
と

り
に
出
ま
し
た
。
途
方
に
く
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
一
匹
の
白
狐
が
通
り
、
ス
ー

ッ
と
消
え
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
家

来
が
そ
の
方
向
に
行
っ
て
み
る
と
、
広

い
道
が
の
び
て
い
て
、
無
事
館
に
戻
る

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
人
々

は
こ
の
川
を
狐
川
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　
毎
年
４
月
４
日
に
は
、
大
石
寺
（
だ

い
せ
き
じ
）
で
無
病
息
災
を
祈
っ
て
火

渡
り
の
儀
が
行
わ
れ
、
こ
の
地
域
の
春

の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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大石寺火渡り

　
春
日
居
郷
土
館
で
は
北
国
に
生
き
る
人
々

の
暮
ら
し
に
ま
つ
わ
る
道
具
を
展
示
し
ま

す
。

・
北
国
の
民
具

「
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
着
物
」
（
北
海
道

本
別
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）

・
海
の
暮
ら
し
の
道
具

「
た
ら
い
船
」
（
新
潟
県
佐
渡
市
佐
渡

国
小
木
民
俗
博
物
館
所
蔵
）

・
山
の
暮
ら
し
の
道
具

糸
巻
き
（
春
日
居
郷
土
館
所
蔵
）

■
期
間

　
６
月
２
日
（
土
）
〜
７
月
１
日
（
日
）

�
（
毎
週
月
曜
日
休
館
）

■
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後

４
時
30
分
ま
で
）

■
料
金

　
☆
一
般
・
大
学
生
２
０
０
円

　
☆
小
・
中
・
高
校
生
１
０
０
円

■
問
合
せ
先
　
　
春
日
居
郷
土
館

　
☎
０
５
５
３
（
２
６
）５
１
０
０

※
特
別
展
準
備
の
た
め
、
５
月
26
日（
土
）

〜
６
月
１
日
（
金
）
ま
で
休
館
し
ま

す
。

【
展
示
】

■
日
時
　
５
月
26
日（
土
）〜

�
６
月
24
日（
日
）

　
踊
っ
て
い
る
人
物
模
様
の
土
器
や
子
ど

も
を
宿
し
た
母
親
の
土
偶
な
ど
、
世
界
的

に
も
独
創
的
な
山
梨
県
の
縄
文
土
器
を
展

示
し
ま
す
。
縄
文
の
美
と
あ
ふ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
で
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
会
期
中
は
県
内
の
博
物
館
と
合

同
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
26
日（
火
）〜

�
７
月
29
日（
日
）

　
東
海
道
五
十
三
次
の
作
者
と
し
て
有
名

な
歌
川
広
重
は
江
戸
時
代
の
山
梨
に
も
足

を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
日
記
と

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
残
し
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
行
方
不
明
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
幻
の
日
記
と

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
ア
メ
リ
カ
で
再
発

見
さ
れ
、
１
６
６
年
ぶ
り
に
山
梨
に
戻

っ
て
の
公
開
と
な
り
ま
す
。
お
見
逃
し

な
く
！

【
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
】

　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
に

あ
わ
せ
て
、
武
田
氏
関
係
の
古
文
書
を
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
読
む
講
座
で
す
。

■
日
時
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
３
時

■
場
所
　
県
立
博
物
館
生
涯
学
習
室

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
事
前
の
参
加
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
県
立
博
物
館
企
画
交
流
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

　
四
季
折
々
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ

る
博
物
館
の
お
庭
を
散
策
し
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
10
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
　
不
要

※
当
日
の
天
候
に
よ
り
中
止
の
場
合
も

あ
り
ま
す

本別町歴史民俗資料館所蔵写真

■
問
合
せ
先

〒
4
0
6
│
0
8
0
1

笛
吹
市
御
坂
町
成
田
1
5
0
1
│
1

県
立
博
物
館

☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

℻
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
２


